第912回　生物科学セミナー
日時：　　6月15日（水）　16:30-18:00
演者：  黒岩　常祥　教授
立教大学
演題：　  ゲノム科学を武器に細胞の概念を変える
—全ての基本オルガネラは分裂・増殖する
演者は東大を定年になる直前の2002年までは、講義でも講演等でもMEG（Model organism, Evolution, Genome）は嫌いだと言って、細胞形態と個人重視の研究・教育を進めてきた。しかし今では、真核（細胞）生物の誕生の謎を、モデル生物(増殖、受精、遺伝に最適)を使い、ゲノム科学を武器に解こうとしている。

現在、最新の教科書を見ても、また流行のiPS細胞、そしてガン細胞等の研究でも、細胞増殖周期に関する研究はいぜんとして、細胞核分裂周期のみが対象であり、それ以外の細胞小器官の分裂周期は記されていない。演者は1970年東大紛争の頃はじめた真正粘菌（細胞核分裂が100％自然同調）で、ミトコンドリアが核分裂を伴いながら、細胞核と同様に、一定の分裂周期をもって分裂増殖していることを発見した。その後、ヒト、高等植物等の多様な生物を使って、細胞周期は、細胞核分裂周期、ミトコンドリア分裂周期、色素体（葉緑体）分裂周期からなることを明らかにした。しかし従来の実験生物では細胞当たりの細胞小器官の数が数十から数千と多く、分子レベルでの解析が困難だった。そこで約20億年前に誕生したと思われる最古の真核生物シゾン（酵母は約10億年前）を探索・単離した。シゾンの細胞は全ての真核細胞に共通の細胞小器官を基本的に1個含んでいた。
ゲノミクス、マイクロアレイ、プロテオミクス、免疫蛍光・電子顕微鏡法、そして遺伝子破壊系を開発・駆使して、細胞周期は、DNAを含む複膜系小器官（細胞核、ミトコンドリア、色素体）と単膜系（ゴルジ体、ER、マイクロボディ、リソソーム）の７分裂周期からなること、複膜系小器官は独自のナノマシンを使って分裂していることを解明した。分裂マシンは真核細胞誕生の鍵をにぎり、地球生態系の維持に必須であり、今後も使用されるだろう。
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